
企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
秋本 真二

原料を価値へと転換するモノづくり

当社は樹脂一貫メーカーとして、環境配慮型素材や半導体などの成長分野において
革新を続け 、日本の製造業を支える強靭なパートナーを目指します。
『社会と社員の未来を彩る』新たなステージへの出発点として、産業の発展に
寄与することを宣言します。

創業100周年に向けて、2031年に100億円超えを目指します 製造部門
１．需要増、老朽化に伴う生産能力の限界
２．品質要求の高水準化
３．高齢化などによる人的リソースの低下

販売部門
１．市場浸透 ２．市場開拓 ３．多角化戦略

〇本社所在地：東京都台東区上野

〇事業概要：樹脂原材料・環境配慮容器・

半導体関連品・業務用食器・産業資材・

日用品・漆器の製造販売

〇常時使用する従業員：345名

（2025年11月時点）

〇現在の売上高：75億円

（2025年10月期）

〇法人番号：2010501029873

〇Web：https://www.daiwa-grp.co.jp/

株式会社台和 （製造業）

製販一体の実施
１．組織変更 対応の迅速化、仮説検証の加速化
２．社内リソースの活用（経験者知見、機械、予算）
３．外部リソースの活用（製販）
４．部署横断の成長加速化チーム

製造部門
１．設備の増設、新設による生産能力拡大
２．品質要求対応のため高精度検査装置の導入
３．自動化ライン・省人化設備導入

販売部門
１．市場浸透 樹脂、半導体関連、環境配慮品の販促強化
２．市場開拓 価値を醸成し、新市場の挑戦。チャネル強化
３．多角化 関連業界から、強みとニーズを組み合わせ

75 79 82 86 90 95 100 105 110 115 120

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

自社製品 別注製品 樹脂販売

電気絶縁・高温耐性の硬化性樹脂

高精度のICトレイ（半導体関連）



成長事業紹介１ 硬化性樹脂の製造販売

株式会社台和 （製造業）

環境改善の加速、新設備を導入して、
市場開拓・商品開発戦略の実施。

海外樹脂との差別化し、
国内製造業のサプライチェーンの安定化を図る。

生産拠点：茨城県古河市

環境改善

同業減・問合せ増

機能の要望増

生産量

増産

素材開発

バイオマス

キャパオーバー

老朽化設備の改善

不効率の解消

日本製樹脂の供給維持、開発継続

硬化性樹脂 ：高強度、高耐熱、 電気絶縁性◎

国内製造業の『サプライチェーンの強化』 樹脂メーカー



成長事業紹介２ 半導体関連品の製造販売

株式会社台和 （製造業）

ICトレー、リール：帯電防止、高精度

ICチップをしっかり守る 半導体関連メーカー

2025年工場新設。性能の要求は増加中。
必要に応じ、検査機の導入等を検討。
高精度品の供給維持と対応力を上げ、

拡販・開拓の戦略を実施する。
生産拠点：福島県会津若松市

品質強化

需要増の見込み

海外販売

生産量増

販路拡大

人員増

2025年工場新設

要求高度化

検査強化

半導体関連品の品質対応と拡販



成長事業紹介３ 環境配慮商品の製造販売

株式会社台和 （製造業）

環境も想いもプラスしていく 環境配慮品メーカー

リユース

システム

需要増の見込み

合成漆器増

バイオマス

増産

資源
循環

人員増

硬化性樹脂

イベント需要増

運営システム

身近で波及効果の高い商品のパイオニア
環境課題の対応強化

循環型社会をリードしていく事業。
『開発・生産』と『環境』は対峙・対立はしない。

『想い』『情緒』もプラスできる。
市場開拓、商品開発、多角化戦略を推進。
生産拠点：福島県東白川郡・会津若松市

千葉県八千代市、新潟県新潟市、和歌山県紀の川市

バイオマス食器

再生材漆器
第42回プラスチック日用品優秀製品コンクール

特別大賞：経済産業大臣賞

バイオPETカップ

リユースカップ
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